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職する意思はないというＣさんであるが，

「あの時期，やっている２年間でインスパイアされるのか，その２年間前後の転
職って，すごく多くて２～３割以上は転職しているな…２～３割は言い過ぎかもし
れないけれど，転職は意外に皆するなあというか。結構立派なところに勤めていて
も，意識が変わるのかな。「これが自分のやりたいことだった」という。そういう
のは結構ありましたね｡」(Cさん）

と,Bさん同様，大学院で学習する過程で転職を考えるようになる者が多い
ことを語っている。社費で派遣されたｃさんも，「入学したての頃は，博士
課程まで行って頑張ろうと思ったんですが，すぐ挫折しました｡」と，大学院
に入って新たな進路に希望を見出していたという。
このように専門職大学院には，転職を意識化するような学校風土があるの

かもしれない。職場にことさらに不満があるわけではないが，自分を見つめ
直したいといった感覚をどこかにもって進学している者たちは，大学院で見
つめ直しながら，新たな進路に希望の光を見出すのかもしれない。そしてま
た，在学中には転職を考えもしなかった場合においても，大学院で得られた
満足感を仕事で充足できない者は，転職が念頭に浮かんでくるのだろう。

３．何が役立ったか-大学院教育の評価

寝る間も惜しんでの勉強漬け，誰もが共通に語る大学院生活である。２年
間を修了して，ある者はもとの職場にもどり，ある者は転職と，それぞれの
職業生活が始まる。仕事を遂行していく過程において，大学院で受けた教育
はどのように仕事に関連すると捉えられ，それに対してどのような評価をし
ているのだろう。
以下では，現在の仕事との関連において明確に役立っていることを自覚し

ている事例と，意識的に効果を認識していない事例を対比させて，専門職大
学院教育の効果を考えてみよう。

3-1．ダイレクトな効果の事例
まず，明確な効果を意識している事例の１つとして，上記のｃさんを上げ
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1６特集生涯学習とイノベーション

の違いに着目した調査によれば，おおむねどの知識・スキルに対しても４者
のうちでは企業の期待が低く，それに対して教員の期待が高いという特徴が
あることを指摘できる(ABEST212010,pp.6-12)。全体として期待と評
価とのギヤ､ソフ°が大きい項目をあげれば，「リーダーシ､ソプカ｣，「財政に関す
る知識｣,｢意思決定力｣,｢組織力｣,｢既成概念に囚われない創造性や思考力｣，
「コーポレートガバナンス」なのであるが，企業の期待や評価は，他の３者
と比較しておおむねもっとも低い。
MBA取得者に対するこうした見方は，経営系専門職大学院教育に対する
信頼の欠如となって現れる。企業の要望に対して専門職大学院がどのように
応えていくべきか，企業側と大学院側との協議の場がマネジメント人材育成
協議会として設けられており，そこでの両者の議論の報告書が2010年に出さ
れている（マネジメント人材育成協議会2010)。企業から，経営系専門職大
学院に出された要望は，賛否両論ではあるものの大学院教育を積極的に評価
する声は大きくはない。
大学院教育に否定的な意見に絞って，それがなぜ否定されるのかをみるこ
とにする。

「現在，学校教育は企業の後追いでしかない。企業がコストをかけるにはメリッ
トを生むことが必要であり，社員をビジネススクールに通わせる一番のメリットは
人脈づくりと考えた結果欧米へ派遣している｡」（同上,p、９)
「集合体としては，経営に必要なプログラムはあるがまだまだ少ない｡」（同上，

p.１０)
「社員を海外ビジネススクールに派遣する目的は，人脈形成，海外の社会人の考

え方を身につけてもらうことである。国内ビジネススクールに求めたい知識は，課
題解決能力である｡」（同上）
「社内研究をMBA教育に委託する必要はない。…企業は自身で研修を行うので，

大学側には知識を提供していただきたいが,MBA学位が必要とは思わない｡」（同
上）

これらを貫通しているのは，経営系の専門職大学院での教育を企業内研修
程度とみなし，それ以上の付加価値を見出していないことである。海外の
MBAコースへの派遣であっても，何らかの知識能力の形成ではなく人脈作
りとしていることに，日本企業の大学院教育そのものに対する知識能力の形
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2０特集生涯学習とイノベーション

キュラムというのであれば，まず，大学側のこうした状況を改善していく必
要があると，伊藤理事長は説明される。

5-4.ねじれから循環へ
このように，「学歴の再取得-よりよい仕事」という図式を構成する，大学

院生,企業,大学の３者はそれぞれにねじれがあり，３者が循環するには至っ
ていない。どの２者をとっても関係に問題があり，そのために３者のねじれ
は複雑になる。大学院生と企業との関係でいえば，大学院生は大学院で仕事
に直結した能力を高めることを求めていないし，企業も大学院修了者の能力
を評価していない。企業と大学との関係でいえば，企業は大学院教育に期待
しておらず，大学は企業の要望に応えていない。一見，うまくいっているよ
うにみえる大学院生と大学であるが，伊藤理事長がいうように，体系的なカ
リキュラムでの教育が欠如しているために，大学院生は企業で求められる能
力を充分に身に付けることができていないのであれば，この２者間の問題は
看過できない。
果たしてこうしたねじれは，解消の余地があるのだろうか。あるとすれば
どこを変えればよいのだろうか。手始めは「学歴の再取得-よりよい仕事」
の図式の要,すなわち,大学院生と企業をつなぐ要にある大学からであろう。
企業の要望を言語化してもらい，それを大学院教育に落とし込むこと，実務
と研究の双方ができる教員の確保や養成，研究室の壁を超えてのコースワー
クの構築など，課題は多い。
成人することまでに獲得した知識やスキルだけで，その後の職業人生を乗
り切れる者は多くはない。OJT的な学習や訓練はそれぞれにあっても，体系
的な再学習に対する要望が高くない日本社会である。しかし，労働人口が減
少するなか，労働力に質の高さはこれまで以上に求められよう。「学歴の再取
得-よりよい仕事」とは，個人にペイするだけでなく日本社会にもペイする
図式なのである。

＜引用文献＞
ABEST21(2008)"'Iprow"gQⅣα"〃"Af"ageｍｅ"'Ｅ伽cα"o",ABEST21
ABEST21(2010)Co'"pe/e"ciesq/A〃"age"7e"IPrqfssjo"α心,ABEST21.
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